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１．概要（Summary） 

応用物理学や機械工学の一分野である熱工学では，

熱放射を「光」ではなく「熱」として認識し，それを

利用する学問的・工学的体系を構築してきた。特に熱

放射スペクトル制御に関するこれまでの熱工学の分

野での研究例は少ない。本研究では、熱輻射スペクト

ル制御による高効率エネルギー変換や熱管理を行い、

通常，温度のみの関数として決定される放射スペクト

ル強度やスペクトル形状の制御による、高効率な熱利

用システムの実現を目指す。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
マスクレスアライナ、芝浦スパッタ装置、DeepRIE 装置#1、
ワイヤボンダ 
【実験方法】 

波長選択性熱放射を示す熱放射体を波長選択エミ

ッタと呼ぶ。波長選択エミッタには様々な種類が存在

するが、本研究では Fig. 1 に示されるような金属－誘

電体－金属構造を持つ、所謂メタマテリアルを作製し

た。トップの金属はワイヤグリッドになっており、金

属部分と溝部分の比は約 1 µm である。この構造を芝

浦スパッタ装置によるスパッタリング成膜後にマス

クレスアライナを用いたリフトオフプロセスによっ

て作製した。この波長選択エミッタは微細構造の構造

パラメーターを制御することによって，放射スペクト

ルを制御し，任意の波長域において選択的に放射する

ことができるという特徴を持っている。 
 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
リフトオフプロセスを用い想定通りのグリッド構造を作製

することができ、熱輻射制御が可能なデバイスの作製に成

功した。 
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Fig. 1 Schematic illustration of the fabricated structure. 

 
Fig. 2 Fabricated grating structure. 


